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後5 日間FST をした。 
その結果，無動時間の割合に関して，3.0 mGy/h 照射後2 日目において減少することが示唆できた。また，
酸化ストレスに関して，抗酸化物質の活性・量の変化特性から，脳や腎臓はFST に対して，肝臓は照射と
FST の相加に対して各々弱く，肺はこれらに対して強いなど，臓器に大きく依存していることが示唆でき
た。さらに，カタラーゼがFST 誘導に伴う無動時間に重要な役割を担っている可能性のあることも推察で
きた。 
  
 
論文審査結果の要旨 
 
 本研究は、低線量率γ線が強制水泳試験（FST）に伴う無動時間および酸化ストレスに及ぼす
効果について検討した研究である。低線量・低線量率（0.6または3.0mGy/h）のγ線をマウスに1
週間全身照射し、その後5日間FSTをしている。その結果、無動時間の割合に関して、3.0mGy/h
照射後2日目において減少することがみられた。また、酸化ストレスに関して抗酸化物質の特性
・量の変化から、脳や腎臓はFSTに対して、また肝臓は照射とFSTの相加に対して弱いが肺はこ
れらに対して強くなっており、臓器に大きく依存していることを示唆した。さらに、カタラー
ゼがFST誘導に伴う無動時間に重要な役割を担っている可能性も推察している。 
 審査論文は低線量率のγ線照射がうつ病動物モデルとして用いられるFST誘導による無動およ
び酸化ストレスに及ぼす影響、効果について示した研究であり、博士（保健学）の学位論文と
して価値のあるものと認められる。 
 
 
